
こ
こ
数
年
、
日
系
企
業
の
投
資

先
と
し
て
安
定
し
た
人
気
を

誇
る
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国（
以

下
、
ベ
ト
ナ
ム
）。
過
去
に
も
ブ
ー
ム

は
あ
っ
た
が
、
昨
年
、
中
国
で
発
生

し
た
度
重
な
る
反
日
デ
モ
の
影
響
で

弾
み
が
つ
き
、
現
在
は
第
三
次
ブ
ー

ム
だ
。
中
国
へ
の
ビ
ジ
ネ
ス
一
極
集

中
の
リ
ス
ク
を
避
け
る
〝
チ
ャ
イ
ナ
・

プ
ラ
ス
ワ
ン
〞
の
有
力
候
補
地
と
し

て
検
討
す
る
企
業
が
増
え
て
い
る
。

　

し
か
し
期
待
が
高
ま
る
一
方
で
、

不
安
視
す
る
声
も
少
な
く
な
い
。
実

際
、
ベ
ト
ナ
ム
を
有
望
視
し
て
進
出

し
た
起
業
家
が
、
早
期
に
撤
退
を
決

め
た
と
い
う
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

そ
こ
で
前
編
で
は
、
国
の
成
り
立
ち

か
ら
見
え
る
リ
ス
ク
要
素
を
探
り
つ

つ
、
商
業
都
市
ホ
ー
チ
ミ
ン
の
経
済

環
境
を
見
て
い
こ
う
。

　

ハ
ロ
ン
湾
を
は
じ
め
、
フ
エ
の
建

造
物
群
や
古
都
ホ
イ
ア
ン（
街
並
み
）

な
ど
七
つ
の
世
界
遺
産
を
有
す
る
観

光
地
と
し
て
有
名
な
だ
け
で
な
く
、

日
本
で
は
若
い
女
性
を
中
心
に
、
食

器
や
雑
貨
、
料
理
が
人
気
を
呼
ん
で

い
る
ベ
ト
ナ
ム
。
米
粉
を
使
っ
た
フ

ォ
ー
と
呼
ば
れ
る
平
打
ち
麺
や
生
春

巻
き
な
ど
、
ご
存
じ
の
方
も
多
い
だ

ろ
う
。
料
理
が
お
い
し
い
の
は
、
中

国
や
フ
ラ
ン
ス
の
影
響
を
受
け
て
い

る
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
の

国
の
成
り
立
ち
に
は
、
四
つ
の
国
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

　

一
つ
は
、
紀
元
前
か
ら
一
〇
〇
〇

年
続
い
た
中
国
王
朝
に
よ
る
支
配
。

次
は
一
八
〇
〇
年
代
後
半
か
ら
五
〇

年
続
い
た
フ
ラ
ン
ス
植
民
地
時
代
。

こ
の
間
、
日
本
に
よ
る
統
治
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
六
〇
年
代
初
頭
か
ら
一

〇
年
以
上
続
い
た
国
内
を
二
分
し
て

の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
。
こ
れ
は
ベ
ト
ナ

ム
で
は「
抗
米
救
国
戦
争
」と
呼
ば
れ
、

ベ
ト
ナ
ム
側
だ
け
で
も
犠
牲
者
は
三

〇
〇
万
人
以
上
と
さ
れ
る
。
そ
し
て

七
五
年
の
戦
争
終
結
を
も
っ
て
、
よ

う
や
く
統
一
国
家
を
樹
立
し
た
。

市
場
経
済
化
を
推
進

二
大
都
市
を
中
心
に
成
長

　

現
在
、
社
会
主
義
国
で
あ
る
ベ
ト

ナ
ム
だ
が
、
八
六
年
か
ら
「
ド
イ
モ

イ
政
策
」
と
呼
ば
れ
る
市
場
経
済
化

を
推
進
。
し
か
し
、
配
給
制
な
ど
に

慣
れ
て
い
た
国
民
が
「
労
働
し
賃
金

を
得
て
購
買
す
る
」
と
い
う
市
場
経

済
で
は
当
た
り
前
の
行
動
に
慣
れ
る

に
は
一
〇
年
近
く
を
要
し
た
。

　

海
外
か
ら
の
投
資
が
本
格
的
に
始

ま
っ
た
の
は
九
五
年
ご
ろ
で
あ
る

（
第
一
次
ブ
ー
ム
）。
ベ
ト
ナ
ム
政
府

の
外
資
優
遇
政
策
も
あ
っ
て
、
自
動

車
や
オ
ー
ト
バ
イ
、
家
電
を
中
心
に

日
本
か
ら
も
多
く
の
企
業
が
進
出

し
、
現
地
生
産
を
開
始
。
こ
れ
と
前

後
し
て
、
金
融
・
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

も
進
出
し
た
。
し
か
し
、
九
七
年
の

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
の
影
響
で
状
況
は

一
変
す
る
。
ピ
ー
ク
時
に
は
九
％
台

を
誇
っ
た
経
済
成
長
率
も
、
九
九
年

に
は
四
・
八
％
ま
で
低
下
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
に
入

る
と
、再
び
投
資
ブ
ー
ム
が
訪
れ
る
。

安
く
て
豊
富
な
労
働
力
に
注
目
が
集

ま
っ
た
の
だ
。
平
均
七
％
を
超
え
る

高
成
長
が
し
ば
ら
く
続
き
、
日
系
の

工
業
団
地
が
整
備
さ
れ
始
め
た
こ
と

で
、
日
本
か
ら
も
製
造
業
を
中
心
に

進
出
が
加
速
。
し
か
し
、
急
速
な
物

価
上
昇
や
自
国
通
貨
の
不
安
定
化
に

加
え
、
電
力
供
給
や
交
通
と
い
っ
た

イ
ン
フ
ラ
の
脆ぜ
い

弱じ
ゃ
く

性
、
不
透
明
な
行

政
手
続
き
、
賄わ
い

賂ろ

の
横
行
な
ど
負
の

面
が
次
々
と
明
ら
か
に
な
り
、
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
を
境
に
ベ
ト
ナ
ム
の

成
長
は
鈍
化
し
た
。
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そ
の
後
、
〇
七
年
に
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟

を
果
た
す
と
、
外
国
投
資
法
の
再
整

備
な
ど
を
積
極
的
に
行
な
い
、
国
際

経
済
へ
の
統
合
を
推
進
。
イ
ン
フ
ラ

投
資
の
計
画
策
定
や
製
造
業
以
外
へ

の
門
戸
開
放
な
ど
が
評
価
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
現
在
の
第
三
次
ブ
ー
ム

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ベ
ト
ナ
ム
人
気
は
、
巨
大
市
場
・

中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
中
間
に

位
置
す
る
地
理
的
優
位
性
も
影
響
し

て
い
る
。
こ
こ
で
、
経
済
発
展
の
基

盤
と
な
っ
て
い
る
二
大
都
市
（
政
治

の
中
心
で
あ
る
首
都
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー

チ
ミ
ン
）
で
の
日
系
企
業
の
進
出
状

況
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島

の
太
平
洋
岸
に
沿
っ
て
南
北
に
広
が

る
Ｓ
字
型
の
細
長
い
国
土
（
九
州
を

除
く
日
本
の
面
積
に
相
当
）
で
、
両

端
に
大
規
模
な
デ
ル
タ
（
河
口
に
で

き
た
三
角
州
）
が
広
が
っ
て
い
る
。

沿
岸
に
は
北
部
を
除
き
、
島と
う

嶼し
ょ

が
ほ

と
ん
ど
存
在
し
な
い
。

　

行
政
区
分
は
、
五
八
省
と
五
つ
の

中
央
直
轄
市
か
ら
成
り
、
全
人
口
の

約
六
分
の
一
が
、
ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ

ン
周
辺
に
集
中
し
て
い
る
。
ち
な
み

に
、
こ
の
二
つ
の
都
市
は
約
一
八
〇
〇

キ
ロ
離
れ
て
お
り
（
日
本
で
い
え
ば
、

新
青
森
〜
福
岡
間
に
相
当
）、
飛
行
機

も
飛
ん
で
は
い
る
が
、
現
地
の
主
要

な
交
通
手
段
は
陸
路
。
移
動
に
は
、

列
車
で
三
〇
時
間
ほ
ど
か
か
る
。

　

こ
の
二
大
都
市
に
進
出
し
て
い
る

日
系
企
業
は
、
商
工
会
に
登
録
し
て

い
る
だ
け
で
も
八
〇
〇
社
以
上
あ
り
、

ベ
ト
ナ
ム
全
土
の
未
加
入
企
業
を
含

め
れ
ば
一
五
〇
〇
社
を
下
ら
な
い
と

い
わ
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
半
数
以
上

が
製
造
業
で
あ
り
、
大
多
数
は
工
業

団
地
に
入
居
し
て
い
る
。
既
存
物
件

に
加
え
、
新
た
に
開
発
中
の
工
業
団

地
が
多
数
あ
り
、
レ
ン
タ
ル
工
場
も

充
実
し
て
い
る
の
で
、
製
造
業
に
と

っ
て
の
進
出
環
境
は
わ
る
く
な
い
。

　

ま
た
、
近
年
は
、
急
ピ
ッ
チ
で
開

発
が
進
む
中
部
の
港
湾
都
市
ダ
ナ
ン

に
目
を
向
け
る
企
業
も
増
え
て
き

た
。
マ
ブ
チ
モ
ー
タ
ー
、
日
本
ロ
ジ

テ
ム
、
エ
ー
ス
コ
ッ
ク
な
ど
数
十
の

●国土 約33万平方キロメートル
※日本の0.88倍。南北1650キロに広がるS字
型の細長い国土で、東西は最も細いところで
は50キロしかない

●人口 約8900万人（世界13位）
●公用語 ベトナム語
※南北で文化圏が異なり、言葉もかなり地域の
訛りが強い。民族は、9割近くがベト人（キン
族）で、ほかに53の少数民族がいる。

●名目GDP 122.72億USドル
 （2011年、世界58位）
※2012年（予測）の経済成長率は5.2%。１人当
たり名目GDP1374ドル（世界141位、アジ
ア18位）

●通貨 ベトナム・ドン（VND）
※1万VND＝44.72JPY（3月1日現在）
●主な産業  
農業、サービス業（観光）、鉱業（石炭、
石油、スズなど）、製造業

●日系企業 およそ1500社
●在留邦人／約9500人
※日本人学校＝2校（児童数：ハノイ校約265
名、ホーチミン校約310名）

●日本からの直接投資 24.4億USドル
※このほか、日本はベトナムの最大援助国であり、
2011年度で2800億円近くの円借款、無償
資金協力、技術協力などが行なわれている

図1■ベトナム社会主義共和国
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さいかわ てつじ 1969年生まれ。95年JMAC入社。生産コンサルタントとして、国内外100社を超える企業の生産性向上、
コストダウン、サプライチェーン改革などの支援を手がける。06年より戦略コンサルタントとして、事業再編・再生、中期戦略
構築の支援を行なうほか、アジア化支援センターでは東南アジアを主に担当。11年よりシンガポール支店長兼務。

企
業
が
進
出
し
て
い
る
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
の
場
合
、
市
内
か
ら

工
業
団
地
ま
で
の
道
路
は
、
一
部
で

は
凸で
こ

凹ぼ
こ

が
あ
っ
た
り
、
狭
く
て
渋
滞

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
が
、
整

備
は
進
ん
で
い
る
の
で
、
早
晩
に
改

善
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
懸
念
さ
れ
る
電

力
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
も
、
日
系
商
社

な
ど
が
関
わ
っ
て
い
る
工
業
団
地
で

あ
れ
ば
、
リ
ス
ク
は
少
な
い
。
問
題

は
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
と
同
様
、
現
地

企
業
の
集
積
の
少
な
さ
だ
。
ロ
ー
カ

ル
の
外
注
先
や
調
達
先
を
見
つ
け
る

こ
と
の
難
し
さ
は
否
め
な
い
。

商
業
都
市
・
ホ
ー
チ
ミ
ン

日
本
製
が
人
気
の
理
由

　

ベ
ト
ナ
ム
南
部
は
、
メ
コ
ン
デ
ル

タ
の
肥ひ

沃よ
く

な
土
地
に
よ
り
、
も
と
も

と
農
業
が
盛
ん
で
比
較
的
恵
ま
れ
た

地
域
だ
。
そ
の
経
済
力
を
背
景
に
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
は
国
内
最
大
の
商
業
都

市
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

　

街
は
一
九
の
区
（
名
前
が
あ
る
の

が
七
つ
の
区
で
、
あ
と
は
一
〜
一
二

の
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
）
と
、
五

つ
の
郊
外
県（
非
都
市
化
農
村
地
帯
）

か
ら
成
り
、
そ
の
面
積
は
、
東
京
都

と
ほ
ぼ
同
じ
約
二
一
〇
〇
平
方
キ

ロ
。
人
口
は
八
五
〇
万
人
で
、
こ
れ

は
東
京
の
約
三
分
の
二
に
あ
た
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
街
は
一
区
に
集
中
し
て

お
り
、
こ
の
エ
リ
ア
に
は
日
本
人
が

多
く
居
住
し
て
い
る
の
で
、
日
本
食

の
飲
食
街
も
あ
る
。
川
沿
い
に
工
業

団
地
や
ハ
イ
テ
ク
パ
ー
ク
が
立
地
す

る
七
区
は
産
業
地
区
で
、
少
し
離
れ

て
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
（
高
級
マ
ン
シ

ョ
ン
）が
立
ち
並
ぶ
エ
リ
ア
が
あ
り
、

こ
こ
に
日
本
人
学
校
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
を
理
解
す
る
た
め
に
、
あ
る
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
よ
う
。

　

ベ
ト
ナ
ム
は
オ
ー
ト
バ
イ
が
多
い

こ
と
で
有
名
だ
が
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
は

と
く
に
多
く
、
市
の
人
口
の
半
分
に

あ
た
る
四
〇
〇
万
台
超
の
登
録
台
数

が
あ
る
。
と
く
に
朝
夕
の
ラ
ッ
シ
ュ

時
、
道
路
か
ら
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
の

バ
イ
ク
が
一
斉
に
走
る
光
景
は
圧
巻

だ
。
人
気
が
あ
る
の
は
日
本
製
。
シ

ェ
ア
は
九
〇
％
を
超
え
、
な
か
で
も

ホ
ン
ダ
が
七
〇
％
近
く
を
占
め
る
。

　

こ
の
ホ
ン
ダ
に
も
、
実
は
二
〇
〇

〇
年
に
大
き
な
試
練
が
あ
っ
た
。
中

国
メ
ー
カ
ー
の
低
価
格
品
が
流
入

し
、
市
場
を
席
巻
。
翌
年
の
シ
ェ
ア

は
一
一
％
ま
で
急
落
し
た
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
か
ら
ホ
ン
ダ

は
毎
年
一
〇
％
ず
つ
シ
ェ
ア
を
取
り

戻
し
、
〇
六
年
に
は
六
五
％
ま
で
回

復
。
中
国
製
の
牙
城
は
脆も
ろ

く
も
崩
れ

た
。
原
因
は
故
障
の
多
さ
だ
っ
た
。

い
く
ら
安
く
て
も
、
市
民
生
活
に
欠

か
せ
な
い
足
と
し
て
の
バ
イ
ク
に
欠

陥
が
あ
る
こ
と
は
受
け
入
れ
が
た
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　

も
と
も
と
中
国
に
対
し
て
微
妙
な

感
情
を
も
っ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
で

は
、
以
来
、
品
質
に
対
す
る
消
費
者

の
目
が
厳
し
く
な
っ
た
と
い
う
。「
い

く
ら
安
く
て
も
中
国
製
は
買
わ
な

い
」
と
公
言
す
る
市
民
も
多
い
と
聞

く
。
こ
の
点
は〝
激
安
な
ら
売
れ
る
〞

フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
の
消
費
行
動
と
は

大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

　

実
際
、
市
内
に
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

モ
ー
ル
や
デ
パ
ー
ト
な
ど
が
次
々
と

オ
ー
プ
ン
し
て
い
る
の
だ
が
、
観
光

客
で
賑
わ
う
ド
ン
コ
イ
通
り
な
ど
を

除
き
、
ほ
と
ん
ど
モ
ノ
が
売
れ
て
い

る
様
子
が
な
い
。
む
し
ろ
、
旧
来
型

の
ミ
ニ
マ
ー
ト
（
コ
ン
ビ
ニ
）
や
市い
ち

場ば

（
マ
ー
ケ
ッ
ト
）
が
数
多
く
ひ
し
め
く

エ
リ
ア
の
ほ
う
が
、
日
用
品
や
食
品

を
中
心
に
ま
だ
値
段
と
品
質
の
バ
ラ

上／ホーチミン７区にある日本人学校
下／新たに開発が進む日系の工業団地

ホーチミン名物のバイク渋滞
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ン
ス
が
と
れ
て
い
る
の
で
人
気
だ
。

　

日
本
に
対
す
る
信
頼
は
、
九
二
年

の
経
済
協
力
再
開
以
来
、
多
額
の
支

援
を
続
け
て
き
た
こ
と
も
影
響
し
て

い
る
か
も
し
れ
な
い
。
日
本
は
い
ま

も
最
大
の
援
助
国
で
あ
り
、
二
〇
一

一
年
度
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
、
円
借
款
で
二

八
〇
〇
億
円
に
迫
る
ほ
ど
。
こ
れ
ま

で
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
郊
外
に
あ
る
タ
ン

ソ
ン
ニ
ャ
ッ
ト
国
際
空
港
や
メ
コ
ン

川
の
支
流
に
か
か
る
カ
ン
ト
ー
橋
な

ど
基
幹
イ
ン
フ
ラ
を
中
心
に
支
援
し

て
き
た
が
、
現
在
建
設
中
の
ベ
ト
ナ

ム
初
の
地
下
鉄
・
ホ
ー
チ
ミ
ン
一
号

線
の
総
事
業
費
の
約
八
割
も
日
本
が

負
担
し
て
い
る
。

　

貿
易
相
手
国
と
し
て
も
、
日
本
は

第
三
位
で
輸
出
入
の
バ
ラ
ン
ス
は
比

較
的
取
れ
て
い
る
。
一
位
は
中
国
、

二
位
は
ア
メ
リ
カ
だ
が
、
中
国
か
ら

は
大
き
な
輸
入
超
過
、
ア
メ
リ
カ
へ

は
大
き
な
輸
出
超
過
の
金
額
構
成

だ
。
海
外
か
ら
の
投
資（
累
計
金
額
）

に
つ
い
て
も
日
本
が
ト
ッ
プ
で
、
韓

国
、
台
湾
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
そ
れ

に
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
産
業
面

で
は
こ
の
と
こ
ろ
、
韓
国
の
存
在
感

が
大
き
く
な
っ
て
き
た
。

　

一
方
、
日
本
で
情
報
収
集
を
し
て

い
る
と
、
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

ベ
ト
ナ
ム
の
魅
力
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
が
、
①
親
日
派
、
②
手
先
が
器

用
で
勤
勉
な
国
民
性
、
③
若
く
て
豊

富
な
労
働
力
、
④
低
賃
金
、
⑤
進
む

経
済
成
長
（
市
場
性
）
で
あ
る
。

　

で
は
、
実
態
は
ど
う
な
の
か
。
日

系
企
業
の
現
地
社
員
た
ち
に
話
を
聞

く
と
、
勤
勉
と
い
う
点
は
肯
定
も
否

定
も
さ
れ
な
か
っ
た
。
現
地
生
産
が

始
ま
っ
た
二
〇
〇
〇
年
代
前
半
は
、

押
し
並
べ
て
勤
勉
な
人
が
多
か
っ
た

が
、い
ま
は
様
々
な
企
業
が
進
出
し
、

雇
用
枠
も
拡
大
し
て
い
る
。
実
際
に

ベ
ト
ナ
ム
人
を
雇
用
し
て
み
る
と
、

「
皆
が
皆
、
勤
勉
で
は
な
い
」
こ
と

に
気
づ
く
と
い
う
。

　

国
民
の
人
口
構
成
は
二
五
歳
以
下

が
一
五
％
を
占
め
、
確
か
に
若
年
層

が
豊
富
だ
が
、
大
学
進
学
率
は
一
五

％
ほ
ど
で
、
管
理
職
ク
ラ
ス
の
人
材

は
絶
対
的
に
不
足
し
て
い
る
。
売
り

手
市
場
の
な
か
、
イ
ン
フ
レ
と
歩
調

を
合
わ
せ
、
賃
金
も
年
に
一
五
％
の

ハ
イ
ペ
ー
ス
で
上
昇
。
以
前
は
「
中

国
の
三
分
の
一
」
と
い
わ
れ
た
労
務

費
も
、
い
ま
や
「
中
国
の
六
割
」
と

い
う
ケ
ー
ス
ま
で
あ
る
。

　

ま
た
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
積
度

合
が
他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
比
べ

て
低
く
、
地
方
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働

者
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
の
な

か
、
工
業
団
地
周
辺
の
劣
悪
な
住
環

境
も
影
響
し
、
工
場
労
働
自
体
の
人

気
に
陰
り
が
出
て
き
た
。

　

小
売
も
、
ベ
ト
ナ
ム
独
特
の
価
値

観
や
商
習
慣
に
阻は
ば

ま
れ
、
実
は
苦
戦

し
て
い
る
企
業
は
多
い
。
と
く
に
、

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
多
店
舗
展
開
を
ね
ら

う
企
業
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
建
築
な
ら

で
は
の
障
壁
が
立
ち
は
だ
か
る
。
店

舗
の
間
口
が
狭
く
、
売
り
場
面
積
を

確
保
で
き
る
物
件
が
極
端
に
限
ら
れ

て
い
る
の
だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
が
問
題
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
が
、
期
待
感
が
大

き
い
だ
け
に
、
い
ざ
進
出
し
て
み
る

と
「
こ
ん
な
は
ず
で
は
…
」
と
な
る
企

業
も
少
な
く
な
い
と
い
う
事
実
は
心

に
留
め
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
、
他
国
か

ら
の
支
配
と
独
立
を
繰
り
返
し
て
き

た
ベ
ト
ナ
ム
。
そ
う
し
た
歴
史
か
ら

〝
し
た
た
か
な
外
交
術
〞
を
身
に
着

け
た
と
い
わ
れ
、
そ
れ
は
、
昨
今
の

経
済
外
交
や
市
民
の
経
済
行
動
に
も

大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
。
次
回

は
、
ハ
ノ
イ
を
中
心
に
経
済
環
境
を

見
つ
つ
、
進
出
の
リ
ス
ク
と
可
能
性

を
探
っ
て
い
き
た
い
。

タンソンニャット
国際空港

チュンミータイ

アンフー

サイゴン駅

アンラク

日系企業の
オフィス

日系企業の
工場

日本人学校

日本人が
多く住むエリア

和食レストラン

図2■ホーチミンとその周辺
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